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第6回地質調査所研究講演会｢火山,恵みと災害｣の7ンケｰトから

本年5月23日,東京･赤坂の三会堂ピル石垣記

念ホｰルにて第6回地質調査所研究講演会｢火山,

恵みと災害｣が開催されました.当日,会場で寄せ

られたアソケｰトの結果とご意見の一部を紹介致し

ます｡

禽講演会参加者総数275名

禽アソケｰト回答者数75名

[Qコ今後どのようなテｰマの講演会を希望されま

すか.

(分野)
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田化学の理論から見た地球及び地球環境.

固地球規模で見た生命の誕生.

画火山･地球における触媒作用.

国火山とエネルギｰ開発.

画地球からみた日本列島の生い立ち.

④フォッサマグナについて.

画過去の地質現象から予測される災害の中,近い将

来起こり得ると思われるものの性状や対策など.

㊥地球環境の将来予測.

④地熱エネルギｰR&D成果(探査した結果).

･特に化石から考える地球の歴史について.

固ネオテクトニクス.

〔Qコ講演会についての感想･意見･希望等をお書

き下さい.

｡地調の業務がよくわかり良かった.

国もっと国際性のあるテｰマで外国人講師を依頼す

るとよい.

国雲仙のスライド写真は迫力があり良かった.

･時代を先行するテｰマが望ましい.例えぼ,地球

環境に関するもの.

･火山･温泉に関する研究動向は興味深く,大変参

考になった.

･中味を一般に分かり易く話して欲しいと思いま

す.

㊥国際共同研究について概要発表を.

画今後のR&Dのポリシｰと戦略について知りた

し･.

･大深度地下開発,ボｰリソグ(学術ポｰリソグ)等

の情報を提供して欲しい.

本講演会に参加頂いた皆様と,アソケｰトにご協

力頂いた皆様に御礼申し上げます.

(地質調査所研究発表会運営委員会)
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